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私こと、1987年から協会の部員になって、『石川保険医新聞』と『月刊保団連』

の編集に関わっていましたが、理事になったのは1989年で協会設立15期目でした。

当時は消費税導入など税制改悪の反対運動で多忙だったことを思い出します。

1994年2月に、大野幸治先生の急逝で副会長職を継いでから現在まで4期努めまし

た。この間、人生の後期を充実して過ごす目標を与えて下さった協会の皆様に深く

感謝しますが、反面、大してお役に立たず、ご迷惑をかけたことを申しわけなく思

います。

今年は、医業史上はじめての診療報酬マイナス改定や、患者負担の大幅増など国

民のいのち軽視の悪政続きで、協会活動はますます多事多難ですが、幸い強いリー

ダーシップの会長さんを中心に、若くて頼りがいのある理事、部員、事務局員が揃

っている石川県保険医協会の力を信じ、愛し、その発展を見守っていきたいと思っ

ています。

ありがとうございました。

社会保障充実のための運動、開業保険医の経営・生活を守る運動など、協会活動

全般をこの10年間精力的にこなしてこられた安藤先生が、退任されることとなった。

残念なことではあったが、きわめて爽やかな印象を残されての引退であった。

今回、その代役として、皆には余り歓迎されてはいないが、齢の順で順番が回っ

てきた。会長を支える仕事のほか、特に新機軸も持ちあわせないが、若い会員の先

生方が「協会活動」を通して、日常診療や医療活動の活性化ができるという確信が

持てるような協会活動を作り上げれればと願っている。ご鞭撻のほどをよろしくお

願いします。

これまで、機関紙・文化部の部長が『石川保険医新聞』の編集長を兼任されてい

ましたが、このたび、それぞれの役割を複数で担うことになり、大平政樹編集長の

後任として、編集長に就くこととなりました。

1993年3月より機関紙・文化部員として、文化活動と『石川保険医新聞』の編集

に携わってきましたが、保険医新聞の中軸を成す医療問題とは趣を異にしたコン

サ－トや旅行といった文化企画の記事をもっぱら担当してきました。というのは本

来から根が楽天的で、医療制度や社会福祉といった硬派な話題が大変苦手であった、

というのが本当の理由です。

このようなわけで私にとってこの編集長の任は未知への旅立ちに近いものがあり

ます。しかし、考えようによっては知らないこととは恐ろしいことで、従来の慣習

にとらわれない新しい見方や提案ができるかも知れません。今はこのように考えて

自分に与えられた職責を全うしようと自らを鼓舞しています。

伝統もあり、内容も高度なこの『石川保険医新聞』の品格を汚さないよう努力い

たす所存です。どうか会員各位のご協力を心からお願いいたします。

新役員ごあいさつ 新役員ごあいさつ 新役員ごあいさつ 

副会長退任あいさつ 
顧問　安藤　良一（金沢市・内科） 

副会長就任あいさつ 
副会長　井沢　宏夫（金沢市・内科） 

編集長に就任して 

編集長　北山　吉明（金沢市・形成外科） 

4月からのペイオフ解禁を前に、「保険医年金はペイオ

フと関係あるのか」「ペイオフが心配なので保険医年金

を解約したい」などのお問い合わせをいただくようにな

りましたが、保険医年金はペイオフの対象ではありませ

ん。保険医年金は生命保険契約の制度であるため、銀行

などを対象とする「預金保険機構」ではなく、「生命保

険契約者保護機構」の適用を受けることになります。同

機構では、万一生保会社が破綻した場合は、破綻生保に

契約している保険金・積立金（仮に保険医年金であれば、

その会社に委託している積立金＝元金＋利息）の90％が

補償されます。

ペイオフの対象となると誤解して、あわてて解約する

と、多額の税金を払わなければならないことがあります。

保険医年金の場合は、解約して一時金で受け取った場合、

利息相当分（積立金－掛金）から50万円（一時所得の特

別控除）を差し引いた額の2分の1が一時所得となり、他

の所得と合算して課税されます。とくに利息が多く付い

ている方は、思わぬ税金を負担することになりかねませ

んので、解約に当たっては慎重に検討してください。

三井生命については、昨年11月に金融庁が日本生命に

対して風評営業についての業務改善命令を発動したこと

や、三井住友金融グループの提携強化発表で保険解約に

歯止めが掛かってきており、新商品の販売も好調とのこ

とです。また12月末には1千億円の基金調達が発表され、

ソルベンシーマージン比率（以下SM比率）が500％程度

となると報道されています。他の委託会社（安田生命・

富国生命）も、SM比率は500％以上、格付もAランクと

なっており、とくに健全性を懸念する状況にはありませ

ん。

さらに、今年1月からはソニー生命（SM比率1674％、

格付AA）が新しく受託会社に参入しました。ソニー生

命の参入により保険医年金の委託割合は次のように変更

されました。三井生命54.19％、安田生命32.91％、富国

生命11.90％、ソニー生命1.00％。

厳しい経済・金融情勢の下ですが、保険医協会・保団

連では、専門家の協力も得ながら、共済制度の保全対策

を図っていくとともに、加入者の皆様へ情報提供を行っ

ていきますのでよろしくお願いします。

保険医年金は大丈夫？

あわてて解約すると損

生命保険保護機構で90％補償

日ごろは保険医協会の共済制度をご利用いただきあり

がとうございます。2002年4月からの銀行預金などの

ペイオフ解禁を前に、「保険医年金はペイオフの対象に

なるか」とのお問い合わせを何度かいただきましたので、

保護機構のしくみについてお知らせします。

ご加入のみなさまへ 
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医
療
改
革
法
案
の
国
会
提
出

を
め
ぐ
っ
て
、
与
党
内
審
査
が

混
迷
し
て
い
た
二
月
十
四
日
、

保
険
医
協
会
か
ら
神
田
事
務
局

長
、
杉
野
、
工
藤
両
事
務
局
員

が
保
団
連
国
会
要
請
行
動
に
参

加
。
昨
年
末
に
会
員
の
過
半
数

を
達
成
し
た
「
日
本
の
医
療
を

破
壊
す
る
医
療
改
革
計
画
の
撤

廃
を
求
め
る
医
師
、
歯
科
医
師

の
連
名
要
請
書
」
を
県
選
出
国

会
議
員
（
八
人
）
に
提
出
し
、

与
党
議
員
に
は
法
案
の
撤
回

を
、
野
党
議
員
に
は
請
願
署
名

の
紹
介
議
員
を
要
請
し
ま
し

た
。
直
接
面
談
で
き
た
の
は
一

全国会議員に要請書を提出 
安全・安心の医療を守ろうと集会に参加 

国会要請＆2・14国民大集会 国会要請＆2・14国民大集会 

と　き：3月22日（金）午後8時～ 
ところ：ホテル日航金沢　5階会議室 

2002年4月改定 

新点数検討会の 
ご案内 

医科新点数 
検　討　会 

■とき 3月24日（日） 
 ◇金沢会場…午前10時～午後0時半 
 ◇七尾会場…午後2時半～午後5時 
■ところ ◇金沢会場…金沢市観光会館大ホール 
 ◇七尾会場…七尾サンライフプラザ 
■講師 石川県保険医協会講師団 

医科新点数 
運用説明会 

■とき 4月28日（日） 
 ◇金沢会場…午前10時～午後0時半 
 ◇七尾会場…午後2時半～午後5時 
■ところ ◇金沢会場…金沢市観光会館大ホール 
 ◇七尾会場…七尾サンライフプラザ 
■講師 石川県保険医協会講師団 

●テキストは、保団連・保険医協会のオリジナルテキストを使用します。 
●参加希望の場合は、必ず事前申し込みをお願いします。 

歯科新点数検討会 

川
保
夫
衆
院
議
員
で
、
後

は
秘
書
に
託
し
ま
し
た
。

ま
た
小
泉
首
相
、
坂
口
厚

生
労
働
大
臣
、
丹
羽
自
民

党
医
療
政
策
基
本
問
題
調

査
会
会
長
に
も
連
名
要
請

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

一
川
保
夫
衆
院
議
員
に

は
一
月
二
十
八
日
に
北
國

新
聞
に
折
り
込
ん
だ
「
チ

ラ
シ
署
名
」
の
反
響
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
「
グ
ラ
フ
で

み
る
医
療
改
革
」
に
も
と

づ
い
て
法
案
の
問
題
点
を
説
明

し
、
請
願
署
名
の
紹
介
議
員
を

引
き
受
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

外
の
野
党
議
員
に
は
署
名
簿
を

国
会
に
提
出
す
る
際
に
改
め
て

要
請
し
ま
す
。

同
日
午
後
か
ら
は
、
埼
玉
ス

ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
開
か
れ
た

「
安
全
、
安
心
の
医
療
を
守
ろ

う
二
・
一
四
国
民
大
集
会
」
に

合
流
し
ま
し
た
。
主
催
し
た
の

は
、
中
央
社
会
保
障
推
進
協
議

会
、
医
療
団
体
連
絡
会
議
、
春

闘
共
闘
委
員
会
で
、
平
日
に
も

か
か
わ
ら
ず
全
国
各
地
か
ら
一

万
五
千
人
余
の
参
加
者
が
あ
り

ま
し
た
。

二
・
一
四
国
民
大
集
会
で

は
、
富
山
協
会
の
平
井
事
務
局

長
が
一
万
五
千
人
を
対
象
に
オ

ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
を
使
っ
た

「
医
療
制
度
改
革
出
前
学
習
会
」

を
行
い
、
京
都
協
会
の
柿
田
理

事
は
新
聞
折
込
み
の
「
チ
ラ
シ

署
名
」
の
取
り
組
み
の
紹
介
、

鮫
島
前
保
団
連
会
長
が
行
動
提

起
を
行
う
な
ど
、
今
回
の
医
療

改
悪
法
案
を
阻
止
す
る
運
動
の

牽
引
役
と
な
っ
て
い
る
保
険
医

協
会
の
活
躍
が
輝
い
て
い
ま
し

た
。

午前中は、石川県選出の全国会議員室（8人）を訪問
写真は、一川保夫衆院議員（左）に、資料を手渡し、医
療改悪に反対するよう要請する神田事務局長（中央）と、
工藤事務局員

午後は埼玉スーパーアリーナで開かれた2・14国民大集会に合流
平日にかかわらず15,000人が集まり、熱気に包まれた

囲 

解 
答 

碁 

１が急所でコウになります。 

（問題は12面にあります） 

2 1
3

石
川
県
保
険
医
協
会

で
は
、
二
〇
〇
一
年
度

よ
り
、
情
報
公
開
法
を

根
拠
と
し
て
社
会
保
険

事
務
局
か
ら
社
会
保
険

医
療
担
当
者
の
指
導
に

関
す
る
情
報
を
入
手
し
て
い
る
。
そ

の
資
料
や
協
会
独
自
に
入
手
し
た
情

報
に
よ
る
と
、
集
団
的
個
別
指
導
は

個
別
部
分
が
省
か
れ
、
高
点
数
医
療

機
関
の
個
別
指
導
へ
の
リ
ン
ク
を
強

調
す
る
と
い
う
形
で
実
施
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
当
局
が
行
政
指
導

で
は
な
い
と
主
張
す
る
「
自
主
返
還

金
」
は
、
石
川
県
だ
け
で
も
年
間
千

六
百
万
円
を
超
え
て
お
り
（
二
〇
〇

〇
年
度
）、
厚
労
省
の
ね
ら
っ
た
方

向
へ
の
「
改
善
」
が
効
果
を
上
げ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
高
点
数
医
療
機
関
を
対
象

に
し
た
個
別
指
導
で
は
、
該
当
医
療

機
関
の
多
く
は
、
医
学
的
に
き
ち
ん

と
し
た
診
療
内
容
で
あ
る
こ
と
や
そ

れ
に
由
来
す
る
患
者
数
、
診
療
録
数

が
多
い
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
率

は
同
じ
で
も
、
細
か
な
算
定
要
件
不

備
な
ど
の
数
は
多
く
な
り
、
い
き
お

い
「
自
主
返
還
金
額
」
も
大
き
く
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
を
ね
ら
っ

た
行
政
指
導
シ
ス
テ
ム
で
は
あ
る

が
、
ま
じ
め
に
診
療
し
て
い
る
医
療

機
関
の
意
欲
を
そ
ぐ
よ
う
な
手
法
で

あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
も
う
少
し

す
っ
き
り
し
た
個
別
指
導
対
象
医
療

機
関
の
選
定
に
な
ら
な
い
も
の
だ
ろ

う
か
。
た
と
え
ば
、
指
導
大
綱
に
記

載
さ
れ
た
選
定
理
由
の
中
で
、
高
点

数
以
外
の
保
険
者
や
審
査
会
な
ど
の

通
報
に
よ
る
も
の
の
取
り
扱
い
は
、

き
ち
ん
と
し
た
対
応
を
と
っ
て
い
く

べ
き
で
あ
る
。

一
方
、
高
点
数
を
理
由
と
し
た
選

定
に
つ
い
て
は
、
類
型
別
の
点
数
分

布
の
中
で
、
な
だ
ら
か
に
高
点
数
に

移
行
し
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

統
計
学
上
必
然
的
に
存
在
す
る
も
の

な
の
で
、
そ
の
部
分
は
除
き
、
点
数

の
高
低
を
問
わ
ず
、
分
布
曲
線
か
ら

大
き
く
乖
離
し
た
医
療
機
関
の
み
を

選
定
候
補
に
し
、
こ
れ
ら
の
医
療
機

関
の
レ
セ
プ
ト
を
点
検
し
、
保
険
診

療
と
し
て
適
正
を
欠
く
疑
い
の
強
い

も
の
に
つ
い
て
個
別
指
導
を
行
う
こ

と
に
す
る
。
そ
し
て
、
選
定
方
法
の

変
更
に
よ
り
生
じ
た
時
間
は
、
質
の

良
い
テ
キ
ス
ト
を
使
用
し
た
集
団
指

導
を
積
極
的
に
行
い
、
二
年
に
一
度

は
す
べ
て
の
保
険
医
が
指
導
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
こ
れ
に
よ
り

患
者
サ
イ
ド
に
た
っ
た
適
切
な
保
険

医
療
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
い

か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
現
在
、
石
川

県
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
個
別
指

導
の
現
場
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
近

県
で
行
わ
れ
、
自
殺
者
ま
で
出
し
た

高
圧
的
で
尋
問
す
る
よ
う
な
態
度
で

は
な
く
、
紳
士
的
で
懇
切
丁
寧
な
懇

談
形
式
で
あ
る
と
評
価
し
た
い
。
こ

れ
は
、
多
分
に
指
導
医
療
官
の
人
間

的
資
質
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
個
人
的
な
問

題
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
な
く
、
指

導
に
携
わ
る
社
会
保
険
事
務
局
員
の

行
政
人
と
し
て
の
ま
す
ま
す
の
研
鑽

を
希
望
し
た
い
。

指
導
は
患
者
の
た
め
に 

良
い
医
療
提
供
を
妨
げ
る 

　
　
指
導
に
な
ら
な
い
た
め
に 

国民大集会の会場に続々と集まってくる参加者
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第2回 

会員デビュー講演① 

当
院
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
治
療
の
現
状
 

内
科
、ア
レ
ル
ギ
ー
科
、 

耳
鼻
咽
喉
科
を
開
業
し
て

三
宅
　
靖（
金
沢
市
・
内
科
） 

「
こ
の
厳
し
い
時
代
に
何
で

ま
た
開
業
な
ど
・
・
・
」
と
言

わ
れ
つ
つ
も
、
昨
年
三
月
に
金

沢
市
福
久
町
で
小
さ
な
ク
リ
ニ

ッ
ク
を
開
設
致
し
ま
し
た
。
私

自
身
も
学
童
期
以
前
か
ら
ア
ト

ピ
ー
性
皮
膚
炎
・
気
管
支
喘

息
・
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
な
ど

に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
い
ま
し

た
。
こ
の
た
め
も
あ
っ
て
、
金

沢
大
学
を
卒
業
後
は
呼
吸
器
の

専
門
グ
ル
ー
プ
の
あ
る
同
学
の

第
三
内
科
に
入
局
す
る
道
を
選

び
、
そ
の
後
は
大
学
病
院
や
各

関
連
病
院
で
呼
吸
器
・
ア
レ
ル

ギ
ー
疾
患
を
中
心
に
診
療
に
あ

た
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
生
か
し
、
ま
た
耳
鼻
咽
喉

科
開
業
医
歴
三
十
年
の
父
に
手

伝
っ
て
も
ら
う
形
に
な
っ
た
た

め
、
内
科
・
ア
レ
ル
ギ
ー
科
・

耳
鼻
咽
喉
科
を
標
榜
す
る
こ
と

と
致
し
ま
し
た
。

実
際
に
開
業
し
て
み
る
と
そ

れ
な
り
に
新
し
い
発
見
も
あ
る

よ
う
で
、
小
さ
な
驚
き
と
さ
さ

や
か
な
喜
び
を
感
ず
る
こ
と
が

い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

ひ
と
つ
が
「
真
夏
の
花
粉
症
」

で
し
た
。
花
粉
症
と
い
え
ば
春

の
ス
ギ
、初
夏
の
イ
ネ
科
植
物
、

秋
の
ブ
タ
ク
サ
、
ヨ
モ
ギ
な
ど

が
そ
の
代
表
格
で
、
今
ま
で
真

夏
に
は
あ
ま
り
み
な
い
も
の
で

し
た
。
と
こ
ろ
が
昨
年
は
、
七

月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
と
い
う

一
年
で
最
も
暑
い
時
期
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、

涙
が
止
ま
ら
な
い
と
い
っ
た
典

型
的
な
花
粉
症
様
の
症
状
を
持

の
イ
ネ
科
植
物
に
対
し
て
も
ア

レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
こ
と
が
非
常

に
多
い
の
だ
そ
う
で
す
。ま
た
、

イ
ネ
科
の
花
粉
は
ス
ギ
花
粉
と

比
べ
る
と
飛
散
距
離
が
短
い
た

め
、
ご
く
限
ら
れ
た
地
域
の
み

で
花
粉
症
を
起
こ
し
て
い
る
よ

う
で
す
。こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

当
院
付
近
の
真
夏
の
花
粉
症

は
、
収
穫
を
控
え
た
稲
と
関
連

が
強
い
と
推
測
し
ま
し
た
。
今

ま
で
カ
モ
ガ
ヤ
花
粉
症
の
患
者

さ
ん
に
は
「
梅
雨
ま
で
の
辛
抱

で
す
よ
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
地
域
で
は
「
真
夏
に

も
気
を
つ
け
て
下
さ
い
ね
」
と

言
い
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
私
ど
も
の
診
療
所
に

は
し
つ
こ
い
咳
を
訴
え
る
患
者

さ
ん
が
か
な
り
多
く
受
診
さ
れ

ま
す
。
こ
の
中
で
ア
レ
ル
ギ
ー

歴
が
あ
り
、
喉
の
イ
ガ
イ
ガ
感

を
自
覚
し
、
深
呼
吸
や
会
話
で

咳
が
誘
発
さ
れ
る
と
い
っ
た
特

徴
を
持
つ
場
合
は
、
塩
酸
ア
ゼ

ラ
ス
チ
ン
を
投
与
し
ま
す
と
有

効
な
症
例
が
相
当
数
あ
る
と
い

う
こ
と
も
あ
ら
た
め
て
実
感
い

た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
金
沢

大
学
の
藤
村
助
教
授
が
以
前
か

ら
注
目
し
て
お
ら
れ
る
「
ア
ト

ピ
ー
咳
嗽
」
を
念
頭
に
お
い
た

も
の
で
す
が
、
大
学
な
ど
で
は

そ
れ
ほ
ど
多
く
の
症
例
を
診
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
考
え
て
み
れ
ば
咳
で

大
学
病
院
へ
行
く
の
は
よ
ほ
ど

の
場
合
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で

開
業
医
レ
ベ
ル
で
し
っ
か
り
と

診
断
・
治
療
が
な
さ
れ
る
べ
き

も
の
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
患
者
さ
ん
お
一

人
お
一
人
を
大
切
に
し
、
地
域

に
根
ざ
し
た
医
療
を
目
指
し
て

い
く
考
え
で
す
。
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

第
二
十
八
回
定
期
総
会
の
直

前
の
小
一
時
間
を
利
用
し
て
、

会
員
懇
談
会
を
開
い
た
。「
二

百
五
円
ル
ー
ル
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
」と
い
う
ホ
ッ
ト
な
話
題
で
、

喜
多
徹
理
事
が
話
題
提
供
を
し

て
懇
談
に
入
っ
た
が
、
短
時
間

だ
っ
た
た
め
十
分
な
討
論
が
で

き
な
く
て
残
念
だ
っ
た
。
懇
談

会
の
大
要
は
、
以
下
の
通
り
。

二
百
五
円
ル
ー
ル
原
則
廃
止

に
と
も
な
う
病
名
追
加
の
煩
雑

さ
、
一
枚
の
レ
セ
プ
ト
に
収
ま

ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
な
り
、

切
り
貼
り
作
業
な
ど
事
務
量
の

増
大
化
な
ど
が
予
想
さ
れ
る
。

鎮
痛
剤
投
与
に
と
も
な
う
賦
形

剤
と
し
て
の
胃
薬
の
病
名
追
加

の
必
要
な
ど
の
例
。

一
方
、
四
月
以
降
す
べ
て
の

細
か
い
処
方
内
容
が
レ
セ
プ
ト

に
記
載
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、

審
査
が
ど
の
程
度
き
ち
ん
と
実

施
で
き
る
の
か
。
膨
大
な
返
戻

や
減
点
査
定
が
行
な
わ
れ
る
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
一
方
、

人
に
よ
る
手
作
業
の
審
査
が
物

理
的
に
困
難
と
思
わ
れ
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
審
査
の
話
が
急
速

に
浮
上
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ

る
。今

回
の
薬
価
改
正
で
は
、
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
に
関
し
て
ル
ー
ル

変
更
が
行
わ
れ
、「
先
発
品
の

四
〇
％
を
下
ま
わ
る
こ
と
が
な

い
」従
来
の
ル
ー
ル
を
撤
廃
し
、

薬
価
調
査
の
納
入
価
の
相
乗
平

均
ズ
バ
リ
で
決
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
三
月
の
新
薬
価
告
示

で
は
最
大
七
〇
％
も
下
げ
ら
れ

る
品
目
も
出
て
く
る
と
言
わ
れ

る
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
大
幅
な

薬
価
引
下
げ
に
よ
り
、
必
要
か

つ
有
効
な
医
薬
品
の
製
造
中
止

が
懸
念
さ
れ
る
。

一
方
、
最
近
の
新
薬
の
「
薬

価
の
高
騰
」
は
異
常
で
あ
る
。

例
え
ば
、
偏
頭
痛
薬
イ
ミ
グ
ラ

ン
な
ど
は
従
来
品
で
あ
る
ポ
ン

タ
ー
ル
の
薬
価
の
百
倍
の
高
薬

価
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
厳
し
く

診
療
報
酬
を
抑
制
し
、
国
民
負

担
の
増
大
を
強
い
る
一
方
で
、

こ
の
よ
う
な
高
薬
価
新
薬
が
認

可
さ
れ
る
こ
と
は
納
得
が
い

か
な
い
。
厚
労
省
は
、
算
定

基
準
に
つ
い
て
国
民
に
説
明

す
る
義
務
が
あ
る
。

今
後
の
国
民
総
医
療
費
の

増
大
化
と
患
者
負
担
増
の
大

き
な
流
れ
の
中
で
、
わ
れ
わ

れ
保
険
医
自
身
が
医
薬
品
に

対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
フ
ィ

ロ
ソ
フ
ィ
ー
を
持
つ
か
が
重

要
で
な
か
ろ
う
か
？
欧
米
諸

国
で
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
使

用
頻
度
は
数
十
％
に
達
し
て

い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、「
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
の
使
用
」
に
つ

い
て
、
従
来
の
考
え
方
に
固

執
せ
ず
に
考
え
る
時
期
に
き

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

協
会
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
積
極
的
利
用
に
関
し
て
、

保
団
連
の
「
Ｍ
＆
Ｄ
保
険
医
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
参
加
し
、「
長

年
使
用
さ
れ
薬
効
が
確
定
し
、

安
全
性
も
あ
る
安
価
な
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
」
を
会
員
に
ご
利
用
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
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つ
患
者
さ
ん
が
今
ま
で
に
な
く

続
け
て
来
院
さ
れ
ま
し
た
。

少
し
調
べ
て
み
ま
す
と
、
こ

の
時
期
の
患
者
さ
ん
は
ほ
ぼ
全

例
で
イ
ネ
科
植
物
の
代
表
で
あ

る
カ
モ
ガ
ヤ
に
対
す
る
ア
レ
ル

ギ
ー
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
カ
モ
ガ
ヤ
花
粉
症
そ
の

も
の
は
梅
雨
に
な
る
と
ほ
と
ん

ど
お
さ
ま
っ
て
し
ま
う
も
の
で

す
が
、
イ
ネ
科
の
植
物
は
か
な

り
抗
原
性
が
似
通
っ
て
い
て
、

ひ
と
つ
の
イ
ネ
科
植
物
に
対
し

て
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
れ
ば
、
他

ジェネリックについて深い議論が続いた

エ
チ
レ
ン
オ
キ
サ
イ
ド
を

用
い
る
ガ
ス
滅
菌
器
の
取
り

扱
い
を
さ
れ
る
病
院
・
診
療

所
で
は
、
二
〇
〇
三
年
五
月

一
日
か
ら
労
働
安
全
衛
生
法

に
規
定
す
る
「
特
定
化
学
物

質
等
作
業
主
任
者
」
を
選
任

し
て
、
作
業
方
法
の
決
定
・

従
業
者
の
指
揮
、
排
気
装
置

の
点
検
等
の
業
務
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

こ
の
特
定
化
学
物
質
作
業

主
任
者
の
資
格
を
取
得
す
る

た
め
に
は
、
労
働
局
長
が
指

定
す
る
教
習
期
間
が
法
令
に

定
め
る
規
定
に
よ
り
実
施
す

る
「
特
定
化
学
物
質
作
業
主

任
者
技
能
講
習
」
の
受
講
と

終
了
が
必
要
に
な
っ
た
。
石

川
県
は
他
の
都
道
府
県
に
先

立
ち
、
今
年
四
月
は
じ
め
の

土
日
二
日
間
、
朝
九
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で
講
習
が
行
わ

れ
る
。

小
さ
な
診
療
所
で
は
、
い

つ
変
わ
る
か
分
か
ら
な
い
従

業
員
を
主
任
に
す
る
わ
け
に

も
い
か
ず
、
院
長
自
身
が
診

療
を
休
ん
で
受
講
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
診
療
を
休
ま
ず
に

受
講
で
き
る
便
宜
も
図
っ
て

欲
し
か
っ
た
。
こ
の
機
会
に

廃
棄
も
考
え
た
が
、
現
時
点

で
は
オ
ー
ト
ク
レ
ー
ブ
に
か

け
ら
れ
な
い
も
の
は
ガ
ス
滅

菌
器
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
環
境
に
配
慮
し
た
滅
菌

器
の
開
発
を
切
望
す
る
。

ガス滅菌器使用に“資格” 

理事　小島　登（内灘町・歯科） 

新しい滅菌器の開発を 

アレルギー治療の取り組みについて講演する三宅靖会員
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◆これは改革ではなくて改悪であ
る。介護保険制度はやってはならな
い。医療保険の保険料の引き上げは
絶対に許さない。高齢者の負担引き
上げをやるべきではない。なんとな
れば皆が苦しくなって生活が破壊さ
れる。負担が増えるだけだ。このよ
うな医療改悪は許さない。
◆健保本人も家族も3割負担は納得
いかない。高齢者も国民年金のよう
な定収入の人達はこれから生活して
いけなくなると思う
◆医療面で負担をかけるのは、私た
ち税金を払っている県民へのいじめ
なのではないでしょうか？私の必要
不可欠なものから税金をとるのでな
く、そこへ税金を使ってほしいです

◆少子化が進む中、制度の負担がし
める割合が高すぎます。こんな世の
中で、次世代の子どもを産めと言わ
れる方が不安でたまりません。議員
さんたちのお昼寝姿は、全く許せま
せん。1/3の人数にして下さい。国
民の税金をもっともっと大切にして
下さい。
◆医療福祉を充実してこそ「政治」
への信頼が国民の胸に落ちると言う
もの。”これ以上の「医療費」は支払
えない”を強く訴えて請願してゆき
たいですね。小泉さんの終戦直後よ
りはましには恥ずかしいかぎりです。

◆これ以上の医療費負担は家計をま
すます苦しくさせ、ますます病院が
遠くなります。少しのつらさや苦し
さもがまんしてしまい、ギリギリま
で病院に行かなくなって手遅れ状態
になるのでは・・・税金のムダづか
いはやめて下さい。脱税反対！！
◆国民のくらしを守る政府とはほど
遠い。国民に死ねということか。3
割負担は許せない。

◆60歳を過ぎて少ない年金くらし
で、やっと生活しています。これ以
外の収入はありませんので、医療費
が高くつくと生きていけなくなりま
す。無料になるのなら分かりますが、
値上げするとはもってのほかです
◆他に改善の方法があるのなら、そ
ちらを進めてほしいです！新聞のチ
ラシでこのハガキを見付けました。
いつもはあまり関心のない私ですけ
ど書かせてもらいました。他にくわ
しく知らない人がいるかもしれませ

ん。残念です。家計が苦しいのに、
たまりません
◆低所得者層を守ってほしい。トン
ボしか止まらない天候の悪い能登空
港（赤字が目に見える）を作る金が
あれば、福祉関係に使ってほしい。
小松空港で働いているので、能登空
港で赤字が出るのは100％予測でき
る。

◆税金も社会保険料もどんどん値上
げされて国民の負担ばかりが増えて
います。このような状態では子ども
を産むのをやめて生活レベルを維持
していくしかないです。税金の無駄
遣いをもっと真剣に考えて下さい。
このままでは老後が不安です。
◆この上、消費税引き上げ、課税標
準の引き下げ、住宅金融公庫の民間
委譲等々、一体政治とは国民全体の
暮らし安定が第一義ではないのか。
国民の生活を破壊して何の改革か。
小泉内閣退陣を強く希望する

◆会社を退職して社会保険から国民
保険に変わったが、現在15万ほどし
か収入が無いのに会社勤務当時の昨
年収入分で計算されているため、1
カ月分27,600円＋退職月まで遡り、
165,600円もの支払い通知書が来た。
現在収入額を保険課に言って減額を
申し入れたが、聞いて貰えなかった。
その他に国民年金と合わせると収入
の3分の1が消えてしまう。24歳独身
だが、アパート代を払うと生活がで
きない。
◆私は、今、69歳になろうとしてい
ます。糖尿病のため、通院しており
ますが、大変医療費が高い。3割負
担なので、70歳になれば、1割負担
になるのをたのしみにしておりまし
たが、新聞をみて、おどろきました。
高齢者のことを考えていないのでは
ないか。ぜひ、3割負担はやめても
らいたい。

◆税金のムダ使いをもっとよく考え
て、医療保険制度の改革する前に先
にすべきことがたくさんあることを
考えてほしい。たとえば、国会議員
や公務員の数をへらすこと。思い切
って金利を上げること等々・・・国
民の負担をいかに少なくするかが、
国会の役目だと思う。
◆現在、私は勤務先閉店でリストラ
に合い、仕事は見つかりません。高
血圧症で通院中です。母親は入院中
です。とても1ヶ月の医療費がかさ

みます。これ以上大変です。

◆国は、福祉にもっと財政を増やし
てもらいたい。また消費税を上げる
のは絶対阻止したいと思います。外
国と比べて、日本の国民は国にだま
されているのだと実感したスライド
でした。多くの人に見てもらいたい
と思います
◆大切な税金を国民全員が安心して
生活出来るように無駄な公共事業を
無くし、弱者及び高齢者を泣かせな
いで下さい

◆配偶者とも年金生活者です。預金
利息が過去に比べ著しく低下してお
り、貯蓄を取り崩しての生活です。
介護保険料の満額負担や、健康保険
料の引き上げは弱者の生活を圧迫す
るものです
◆七十歳以上の老父母をかかえ、や
っと腰をまげて歩いて車にのせても
らい、医院通い。薬剤、新薬のドイ
ツと比較して高いのにびっくりしま
した。医療費のみ上げるのは絶対反
対、生活にあえいでいる上に医療改
悪大反対

◆政府の考えていることは、どの話
しにも腹が立ちます。仕事の無い老
人医療費を最高に引き上げる。一生
懸命働いている若者が定年になる頃
は、昔と同じく金持ちでなければ病
院に行けなくなるのが目にみえるよ
うです。薬が10年も高価格を保証さ
れるなんてもっての外です。平民の
心を知って下さい。お世話になって
いる私は病院に行きづらいです
◆主人は身障特1級、孫は喘息、私
は非課税並みの低所得、退職した時
に泣く泣く60万円近くの支払いをし
て退職者被保険者証を獲得したのに
あれは何だったのでしょうか。私達
が生活（一生涯の）設計をしなけれ
ばならない頃、老人医療費は60歳よ
りでした。私は、64.5歳。どうすれ
ばいいの！生命保険など上記基準に
合わせて加入。

◆国の存亡は、社会保障の充実にか
かっています。国民（大多数）を苦
しめて国は成り立ちません。特に医
療制度の後退を進める政策は認めら
れません。撤回するまで運動を強め
ていきます
◆高齢化の進む現在において、医療
費の支払いは年々回数が増加してい
ますが、年金生活者にとって私の場
合、夫婦共々通院しておりますので、
負担額の引き上げは直接生活に関係
が通じますので負担引き上げ医療保
険の保険料の引き上げはぜったいや
めて頂きたい
◆年金受給者です。介護ヘルパーに
来てもらっています。夫も障害者、
これ以上負担は引き上げないでほし
い。

◆保険料が割高（任意継続は特に）
なのにつれ、3割負担とは考えられ
ません。自営業者は経費等で逃げ道
があるにもかかわらず、サラリーマ
ンには逃げ道がありません。政治家
の方々も、給料カットがあってもい
いのでは？　国民ばかりが苦労する
のはおかしいです。
◆医療費2割から3割反対です。現在
の状態でも医療費を年金の中から支
払うのは大変です。絶対反対。高齢
者医療費75歳からも絶対反対です。

◆戦後サラリーマンが元気を出し培
ってきた国土に小泉流という政治が
大変な日本にする恐れがある。もっ
と思いやりのある政治にしていただ
けないか！！3割負担は絶対反対で
す！！

◆ムダな公共事業を削り、その分社
会保障費にまわせば、保険料を引き
上げることなく、改善することがで
きると思います。小泉自民党が聖域
とする防衛費を減らすことがいちば
ん重要である。
◆戦前、戦中（海外派遣の軍隊生活）
戦後の大変な時代を乗り越えてきた
年寄りのわれわれをいじめないよ
う、安心して日々を送れるよう、医
療費、食糧、日常の経費（電気、ガ
ス、水道・・・等）安心して暮らせ
るよう、十年先のことを語らず、今
日、日々を宜しく。

◆痛みのある人に、痛みを求めるな
んてひどい総理です。来年4月より3
割負担が実施されることになりまし
た。今からでもこの署名は有効なも
のとなるのでしょうか？もしそうで
あれば多くの方に署名を求めたいと
思うのですが・・・。現在、不況の
ため、健康であっても大変な思いを
している人が多くいます。ましてや
健康でない人にとっては、それ以上
に大変な世の中です。いったい、い
つ小泉さんは痛み止めを打ってくれ
るのでしょうか？
◆医療保険制度の改悪、とんでもな
い。安心して暮らせる社会を作って
ほしい。私たち腎友会の願いです。
◆公務員なのですが、世の中の状況
において、ボーナスも支給率が大幅
に低下しているのに、更にボーナス
からも保険料が多額引かれるのには
絶対反対！

◆政治は老人のために色々考えるこ
とが重要と思う。敬老の日だけでな
く、今までに社会のために努力した
老人に対しての考え方が少ないよう
に感ずる。もっと年金生活者に対す
る考えが少ないように感じるが、如
何でしょうか

政治は老人のために!

痛みのある人に痛みが!

ムダな公共事業をなくせ!

小泉流は大変な政治!

保険料も高すぎる!

社会保障の充実を!

政府に腹が立つ!

弱者の生活を圧迫!

国にだまされた!

税金のムダ使いをやめて!

15万円しか収入が無いのに!

老後が不安!

値上げではなく無料に!

病院が遠くなる!

子どもを産めない!

絶対許せない!

PART〈2〉

─約2,000通の中から抜粋。誤字・脱字のみ訂正─

1月28日付の『北国新聞』に折り込んだチラシ署名の返信
ハガキは、3月12日現在で1940通、署名は7007筆寄せら
れています。



2月16日、石川県文教会館ホール

で医療改悪に反対する県民大集会が開

催され、当初の予想を遥かに超えて

550人の参加がありました。集会を

開いたのは、昨年11月に患者団体と

医療団体が共同で結成した医療制度改

悪案に反対する石川いのちを守る会

（事務局：保険医協会）です。

応援弁士として参加した県医師会の

梅田俊彦会長は「大変難しい情勢だが、

医療改悪は負担増だけではなく日本の

医療制度を根本から改悪していこうと

いう内容である。世界に誇れるわが国の皆保険制

度を子孫に継承させるために、協力して反対運動

を進めましょう」と、あいさつされました。県難

聴者協会の山田弥建理事長は「高齢者は安心して

暮らせるために頑張って制度をつくり、制度を守

ってきた。その制度を利用する立場になった時に

安心できない制度に改悪されようとしている。こ

れはおかしい。医療改悪をゆるさない闘いを共に

広げましょう」と応援スピーチされました。

次いで、液晶プロジェクターを使用して保険医

協会の工藤浩司事務局員が「グラフでみる医療改

革」を解説したあと、主催団体の腎友会、喘息友

の会、糖尿病協会、健康友の会連絡会、保険医協

会、民医連、社会保障推進協議会、医労連の決意

表明や訴えがありました。保険医協会の高松弘明

会長の訴えには誰もが思わず涙しました。高松会

長は「医療制度の大改悪がされようとしている。

医療制度の改悪はゆるしてはならない。以前から

今のような医療制度があったわけではない。自分

が中学生であった時に、父が開業医をしていた。

その時、お金がなくて受診が遅れ、子どもを亡く

した若い母親がいた。その母親の茫然としていた

姿が忘れられない」と絶句し、「そのような時代

に絶対に逆戻りさせてはいけない。住民、患者会

が主体となった運動を大きくひろげましょう」と

結ばれました。

集会は、寸劇あり、構成詩、リレートーク、ナ

ースウエーブなど、涙と笑いに満ち、同時に医療

改悪をなんとしてでも阻止しようという決意を固

め合うことができたすばらしい内容になりました。

（7）2002年3月15日（毎月15日発行） 石 川 保 険 医 新 聞 （1998年２月６日第三種郵便物認可） 第359号（6）

ただ今紹介を受けました、石川県医師会の梅田でこざいます。今日は医療制度改悪

に反対する県民大集会ということで私もお招きいただきました。私、日本医師会、石

川県医師会は、すべて小泉内閣の医療制度の改革には反対でごさいます。

みなさんどうですか、最近のこの不況感、本当によくなる芽がほとんど感じられま

せん。さらに今、医療改悪が進められようとしています。このときに患者負担、サラ

リーマン、高齢者の負担が大きくなるとすると、どうでしょうか。おそらくこれは財

布の紐はますます固くなります。というようなことで、不況をますますあおるというようなことが考えられます。

昨年の6月、小泉首相は「骨太の方針」ということで、聖域とみなされた医療、福祉の分野にも構造改革を行うこと

を示しまして、その後、いくつかその方針で改革しています。日本医師会は、これまで経済財政諮問会議の方針、ある

いは総合規制改革会議などが出したいろいろな制度改革に対して反対の声明を出してまいりました。それなりに対案を

示し、根拠を示し反対を続けてまいりました。昨年10月までに、各都道府県で医師会は負担増に反対する決起大会を行

いまして、12月1日には全国医師決起大会ということで、それに反対してきました。

しかしながらご承知のように、診療報酬はマイナス2.7％のダウン、さらに、サラリーマンや高齢者の窓口負担を増

やし、保険料を増やし、という負担増を推し進めながら、「三方一両損」というような例えでもって、患者さん、医療

担当者、保険者で痛みを分かつというようなことを言っております。これは、国の負担を三者が分担しろということで

ございます。

石川県医師会は、11月12日に医療改悪に反対する大会を開きまして、保険医協会の高松会長にも応援のスピーチをし

ていただいたわけでございます。しかしながら反対もむなしく、次々と小泉さんの改革が進められているということは、

まことに残念なことでごさいます。小泉内閣は老人の医療の負担を大幅に増やすこと、サラリーマンの2割を3割に増や

すこと、それを踏まえ、来年の４月に実施する法案を今国会に提出するということを狙っております。それから、診療

報酬のダウンにつきましては、いまだかってない2.7％ダウンということを決めているわけでごさいます。

それで、高齢者が増えるから医療費の自然増が起こるということですが、さきほど申しましたように、国の負担をみ

んなで軽減するというわけでございますが、日本の医療費が安い、世界で18番目、しかも大変な健康水準が高い、世界

一だということは、皆さんもよくご存知のとおりかと思います。

従いまして、経済の状況が悪い中で、国家の財政のつじつま合わせのための「三方一両損」につきましては、とても

承服ができないことであります。

日本医師会は、マイナス2.7％はやむを得ないとようなことで、診療報酬のダウンをのんだわけでございますが、糸

氏副会長の弁によれば、サラリーマン3割の負担はないという交換条件の上でのんだということで、これは政府に裏切

られたということを述べておられます。今年4月の診療報酬改定では、医療費が下がって医療機関の収入が落ちるわけ

でございます。ただいま中医協でどのような、診療報酬にするのか、いろんな方法でもってそれを引下げる方策が審議

をされております。2月20日には中医協に諮問されようとしています。かなりいろんな方法でもって医療費が落ちるよ

うに、されているようでございます。

ただ、先ほどの主催者あいさつにもありましたが、何が問題かといえば、窓口負担を増やすことは、とりも直さず、

受診抑制が起こるということです。受診抑制が起これば、患者さんの状態は必ず悪くなり、日本の健康達成度、世界一

というこの状況は後退していくということは間違いないと思います。診療報酬のマイナス2.7％ダウンの問題よりも、受

診抑制による医療費の削減を多分政府は狙っているのだと私は、思います。

健康保険本人は平成9年9月に、１割が2割負担になったと思います。そのときに医療費は、なんと10％近くダウンを

して、現在そのままに推移をして、伸びることはございません。2割が3割になったということを考えると、本当に震撼

とする思いがするわけでございます。

また、高齢者の負担につきましても10月からは、定率制が大体きまっているということで、高齢者の方が医療機関を

受診した場合、現在は定額制というものございますが、1割定率となりますと、いくたびにお金を払わなくてはならな

い。しかも月額上限が大幅に引き上がる、ということはおのずと医療機関から足が遠のくということになるわけでござ

います。サラリーマンと同様に高齢者の方も健康が破壊されるということは大変憂慮されることです。

こんどの負担増ということは、そういう側面をもっているということに注目をしなければなりません。また10月から

は、その後の医療改悪と称するものが登場してまいります。たとえば、株式会社の医療への参入、これはいままでの日本

の現状にはなじまない。また医療費の総枠管理ということがございまして、GDP（国内総生産）の伸び以上に医療費が伸

びた場合に、ペナルティーをかけて、翌年支払いを割引するということは、これは何とか阻止させることができましたが、

何らかの方法で医療費の伸びを管理していくことも法律の中に出てくるということになりますと、当然医療の質が落ちる

というのは明らかなことであります。健康保険組合が自分の気に入った医療機関しか指定をしなくて、そこでしか診療さ

せないということも言われています。しかしこれなどは、契約する医療機関が少なければいいかといえば、そんなことは

ございません。どこでも誰でも保険証一枚でかかれるという日本の医療はそこで変わってしまうわけです。この医療改革

と称するものが、いかに今の日本の保険医療制度を崩壊させてしまうのかという危険性をもっているわけです。

日本医師会は、これらのすべてに対しまして、IT化の推進だけは反対をしておりませんが、それ以外は医療改革法案

に真っ向から反対して、坪井会長などは、完全に消し去るまで反対して食い下がっていくということを2、3日前に明言し

ております。力強い発言ではございますが、今の小泉内閣はかなりきついようでありまして、医療関連議員に対してもま

ったく相談なしで、事を運ぶというような、すごいトップダウンの方式をやっておりますので、大変憂慮しています。

経済財政諮問会議のメンバーの方々の医療制度の改革、日本への取り入れ方というのはアメリカの管理医療です。ア

メリカは私的保険が多いわけで、こうゆうものを日本に持ち込もうとするのは、やはり、医療の営利化ということを狙っ

ている人たちの策略であるとわれわれは考えています。絶対このような方法は阻止しなければならないと考えています。

どうか日本の保険医療、これは世界一立派なものでございまして、これをわれわれの子孫のために、継承して維持し

ていくということをみんなでやっていこうと思っています。どうかいっしょに協力しながら、改悪への反対運動をやっ

ていこうと思っております。きょうはどうもありがとうございました。

みなさんこんにちは、今日は、非常にたくさんお集まりいただきまして、本当にあり

がとうございます。

保険医協会と申しますのは、医科と歯科の主に開業医の集まりです。国民の医療を

われわれの立場から守っていこうという、医師会とは別の団体でございます。もちろ

んわれわれも医師会の会員ですが、そういった別の形で自主的な団体です。現在、全

国保険医団体連合会という連合会を作って活動しております。そして国民の医療を守

る、われわれが自由に、良い医学的な研究、医療をしていこうという団体でございます。日ごろから市民の皆さん方と

の連携を重点において、活動しております。

今日は、石川県医師会長の梅田俊彦会長が駆けつけてくださいました。私、医学部の同級生でございます。梅田先生

もこの問題で大変悩んでおりまして、日本医師会のほうも実は大変苦戦をしております。しかし、序々にその成果は上

がりつつあるのではないでしようか。先般、私も県医師会の総決起大会に、応援団の一人として呼ばれましたので、一

言申し上げてまいりました。また本日は難聴者協会の山田理事長にも来ていただきまして本当にありがとうございます。

私は、今日は主催者と書いてありますが、主催者としてまいったのではございません。今日は患者さんの団体、市民

団体、市民の皆様方の主催でございます。これまで、どちらかといいますと、私たち医師団体および医療関係者が主体

となって集会を開いてまいりましたが、これには完全に限界があるということが分かってまいりました。今回の運動に

おきましても、もはや医療団体だけでの活動では、完全に限界があるということです。先ほどからいろいろ皆さんがお

っしゃられた医療改悪の問題にしても、市民の方、国民の皆さんの声がなければどうにもならない。

われわれが声をあげれば、二言目には、「自分らの収入が減るから反対している」、かならずこれが出てくる。先般か

らの筑紫さんや久米さんのああいう番組ですら、医者が自分のエゴでこの反対運動しているとこういうことを、平気な

顔で、マスコミで報道される。これには、私は非常に憤慨しております。つまり現在の医療改悪は、われわれも負担だ

が、一般の国民のみなさんに大変な負担を強いられるということでございます。

私がこの運動で非常に心配しておりますことは、国民皆保険制度のことです。すべての国民の皆さんが保険に入るよ

うになったのは、昭和35年だったと思います。ちょうど私が医学部を卒業したとき、それまでは皆保険ではございませ

んでした。お金がなくて、そういう自己負担が非常に多くて、しかも医療費を払えない場合に、いかに悲惨なものであ

るかが、ほとんどの方がわかっていない。

私の親父は内科の医院を開業しておりました。小、中学、高校、大学の途中まで親父の姿をみておりまして、保険が

ないということがいかに悲惨なものだということを、医者に生まれた一人として、非常に深く悲しんでおりました。た

とえば、わたしがちょうど中学生の頃でしたが、吹雪の晩に、お金がなくて、保険がなかったために、医者にかかれな

かった、発熱で手遅れの子どもを、おんぶしてきたお母さんがいらっしゃいました。入院施設がありましたので、一晩

泊まりましたけれども、とてもたすかりません。その翌朝、手遅れのために、手当てもむなしく冷たくなった子どもを

泣きながら背負って、雪の中を帰っていった、（絶句）若い母親のうしろ姿がどうしても忘れられない。目に付いては

なれない。そういう光景がいっぱいあったんです。

先ほど説明のあったような、改悪法案が通りますと必ずこの世界はそうなります。100％そうなります。現に今、私

の診療所でも保険証がなくて、インシュリンを2カ月間もうたないでいた若い人がいまして、ものすごい血糖値になっ

ていました。「今までうまくいってたのにどうしたのか」。私に言わないで看護婦に言ったんです。「実は保険証がなか

った」、若い人がリストラで保険証がなくて、「2カ月間インシュリンをうっていないんだ」、そのために血糖値が700に

も600にも凄いことになった。「やっと保険証がきたので来ました」こういうことを言っている。

この人ばかりではありません。もうそういう人が、何人も何人も増えています。しかもある自治体では、担当の方が

言っていましたが、「リストラのために保険証がなくなって、国民健康保険がどんどん増えてきた。国民健康保険が増

えてきたために、国民健康保険の財源が必要になったことにもってきて、その上に、国民健康保険の保険料を払わない

人がどんどん増えている。この自治体だけで１億数千万円の保険料の滞納が起きている。しかし、保険証を持ってこな

かったら自費を取ってくださいという制度は、今はしません。可愛そうだから」と言うんですね。それほど、今、逼迫

しています。今、そういう悲惨な状況にさせてはいけないというのがわれわれの願いです。

これはわれわれの力だけではだめです。国民の一人ひとりが、保険証がなくなったときの悲惨さを十分考えて、いま

の医療改革を阻止して、もっともっと良い社会保障制度を作り上げていかなければならないと思っております。どうか

皆さん一緒に頑張りましょう。

2・16医療改悪に 
反対する県民大集会 
2・16医療改悪に 
反対する県民大集会 
2・16医療改悪に 
反対する県民大集会 
─県医師会、保険医協会、両会長の発言─ 

TEL：076（222）5373 
FAX：076（231）5156 
E-mail：iskw_sugino@doc-net.or.jp

石川県保険医協会 改訂
版 

「グラフでみる医療改革」 
分かりやすい解説書ができました。オールカラーのA4

版サイズ、58ページです。上半分にグラフを、その解説文

を大きな文字で下に掲載しています。 

協会としては、①先生自身がまずご覧いただくこと、②

従業員の方々にも回覧いただくこと、③待合室に置いて

患者さんにご覧いただきたいこと、④そして、患者持ち帰

り署名をお願いする際にも活用頂きたいと思います。 

必要な部数（20冊単位）を無料でお送りしますので、

協会事務局までご連絡下さい。 

医療制度改革法案が3月1日に国会に提出され
ました。会期末（6月19日）まで重要法案として審
議されます。保険医協会では、同法案の撤回を求め、
「グラフでみる医療改革」の大量普及と「患者持
ち帰り署名」（見本同封）に取り組んでいます。 

1． いーたい（痛い）いたいと叫んでも 
　小泉さんの言うことにゃ 
　ま～だま～だやりますよ構造かーいかく 
　病院も患者さ～んもがーまーんして 

2．そーんなこーとを言われても 
　とてもじゃないけどもうダメよ 
　二ーわーり（割）負担でもがまんしているのに 
　三割も払えなーんてそーりゃーないよ 

3．わーかい気持ちはもっているが 
　親からーもらったこの体 
　あーちこーちガタがきて病院たよりだよ 
　七十で若者あつかいそーりゃーないよ 

4．医～療改悪ゆるさない 
　逆立ち政治ゆるさない 
　いーのちと健康をみんなでまもろうよ 
　長生きを喜び合えるまーち（街）ーづくり 
＊4をもう一度繰り返す。 

会場で全員合唱した替え歌 

石川県保険医協会 
高松　弘明会長の決意表明 

石川県医師会 
梅田　俊彦会長の応援スピーチ 

各地・各団体の活動紹介

予定の倍、550人が集まって開かれた（石川県文教会館） 決意表明する高松弘明会長
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お
サ
ル
先
生
は
、
Ａ
総
合
病

院
で
P
E
G
（
内
視
鏡
的
胃
瘻

造
設
術
）
の
手
術
を
受
け
て
、

在
宅
と
な
っ
た
患
者
さ
ん
を
何

人
か
往
診
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。あ

る
日
、
八
十
歳
の
井
沢
さ

ん
（
仮
名
）
を
訪
問
し
て
い
る

ナ
ー
ス
の
勝
木
さ
ん
か
ら
電
話

が
入
っ
た
。

「
お
サ
ル
先
生
。
井
沢
さ
ん

の
褥
瘡
は
一
向
に
良
く
な
ら
な

い
し
、
や
せ
こ
け
た
ま
ま
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
一
日
に
エ
ン
テ

ラ
・
ル
キ
ッ
ド
（
パ
ロ
デ
ィ
ー

で
す
）
七
百
五
十
キ
ロ
カ
ロ
リ

ー
は
少
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
？
」

お
サ
ル
先
生
は
い
き
な
り
非

難
さ
れ
た
よ
う
で
い
い
気
持
ち

は
し
な
か
っ
た
が
、
冷
静
さ
を

取
り
繕
い
な
が
ら
、
「
い
や
、

ち
ゃ
ん
と
Ａ
総
合
病
院
の
指
示

通
り
に
や
っ
て
い
る
ん
だ
し
、

そ
も
そ
も
石
川
県
で
は
エ
ン
テ

ラ
・
ル
キ
ッ
ド
は
七
百
五
十
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
を
上
限
と
す
る
、

と
い
う
保
険
の
ロ
ー
カ
ル
・
ル

ー

ル

が

あ

る

ん

だ

か

ら
・
・
・
」
と
口
ご
も
っ
た
。

「
で
も
、
Ｐ
先
生
の
患
者
さ

ん
で
は
一
日
千
五
百
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
使
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
よ
！
」
と
勝
木
ナ

ー
ス
。

井
沢
さ
ん
は
、
何
年
か
前
に

脳
梗
塞
を
発
症
し
て
倒
れ
る
ま

で
は
、
体
格
の
大
き
な
人
だ
っ

た
ら
し
い
。
Ａ
総
合
病
院
に
救

急
搬
送
さ
れ
一
命
を
取
り
と
め

た
が
、
嚥
下
障
害
が
改
善
し
な

い
た
め
、
内
視
鏡
的
に
胃
瘻
が

造
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
老
人

病
院
を
転
々
と
す
る
が
、
介
護

者
の
奥
さ
ん
が
毎
日
病
院
に
通

い
な
が
ら
お
世
話
を
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
状
況
に
変
わ
り
な

く
、
そ
れ
な
ら
い
っ
そ
在
宅
で
、

と
家
へ
帰
っ
て
来
た
の
だ
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
お
サ
ル
先

生
は
正
直
言
っ
て
「
胃
瘻
か
ら

何
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
注
入
す
る
」

な
ん
て
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ

た
し
、
と
に
か
く
「
七
百
五
十

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
と
す
る
」
と
い

う
文
書
が
回
っ
て
き
た
こ
と
だ

け
が
金
科
玉
条
の
よ
う
に
思
え

て
い
た
の
だ
。
し
か
し
、
そ
う

い
え
ば
確
か
に
身
長
百
七
十
二

セ
ン
チ
の
井
沢
さ
ん
と
百
四
十

六
セ
ン
チ
の
喜
多
さ
ん
が
同
じ

栄
養
量
で
い
い
は
ず
が
な

い
・
・
・
お
サ
ル
先
生
は
ち
ょ

っ
と
気
が
は
る
し
、
口
う
る
さ

い
の
で
苦
手
な
の
だ
が
、
胃
瘻

に
詳
し
い
Ｐ
先
生
に
電
話
で
相

談
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

「
そ
れ
で
、
患
者
さ
ん
の
体

重
は
？
」。

「
今
四
十
キ
ロ
く
ら
い
し
か

な
い
と
思
い
ま
す
」。
ち
ょ
っ

と
待
っ
て
ね
、
あ
と
か
ら
か
け

直
す
、
と
電
話
を
切
ら
れ
、
し

ば
ら
く
し
て
「
例
の
ハ
リ
ス
・

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
式
で
計
算
す

る
と
、
基
礎
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
は
標
準
体
重
の
六
十
五
キ
ロ

で
計
算
し
た
ら
千
二
百
八
十
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
、
少
な
い
方
の
現

体
重
四
十
キ
ロ
で
計
算
し
て
も

九
百
三
十
五
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
。

一
日
の
必
要
栄
養
量
と
し
て

は
、
ど
ん
な
に
低
く
見
積
も
っ

て
も
千
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
は
欲
し

い
ぜ
」。

「
で
も
、
保
険
の
ロ
ー
カ

ル
・
ル
ー
ル
で
は
七
百
五
十
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
ま
で
し
か
認
め
ら

れ
て
い
な
い
で
す
よ
」。

「
お
っ
と
、
そ
れ
は
大
き
な

勘
違
い
だ
。
七
百
五
十
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
を
上
限
と
す
る
の
は
あ

く
ま
で
も
経
口
摂
取
の
場
合

だ
。
胃
瘻
栄
養
の
場
合
は
、
成

人
で
二
千
二
百
五
十
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
、
老
人
で
千
五
百
キ
ロ
カ

ロ
リ
ー
ま
で
Ｏ
Ｋ
な
ん
だ
ぞ
」。

え
っ
！
先
々
月
に
七
百
五
十

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
だ
っ
て
多
い
と

査
定
さ
れ
、
再
審
査
請
求
を
提

出
し
た
ば
か
り
の
お
サ
ル
先
生

は
、
わ
が
耳
を
疑
っ
た
。

「
レ
セ
プ
ト
の
内
服
の
項
に

書
い
ち
ゃ
だ
め
な
ん
だ
。
在
宅

の
項
が
あ
る
だ
ろ
う
。
胃
瘻
栄

養
は
も
と
も
と
寝
た
き
り
老
人

処
置
指
導
管
理
料
に
付
随
す
る

も
の
だ
か
ら
、
エ
ン
テ
ラ
・
ル

キ
ッ
ド
の
量
は
そ
こ
に
記
載
し

な
い
と
い
け
な
い
」。

「
で
も
、
ボ
ク
の
所
は
寝
た

き
り
老
人
在
宅
総

合
診
療
料
の
届
け

出
を
し
て
い
る
か

ら
、
寝
た
き
り
老

人
処
置
指
導
管
理

料
な
ん
か
算
定
で

き
ま
せ
ん
よ
」

「
だ
か
ら
、
み

ん
な
間
違
え
る
ん

だ
。
寝
た
き
り
老

人
処
置
指
導
管
理

料
は
算
定
で
き
な

い
け
ど
、
そ
こ
に

あ
る
こ
と
に
し

て
、
在
宅
の
必
要

物
品
を
算
定
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い

る
ん
だ
」。

お
サ
ル
先
生
は
と
に
か
く
保

険
請
求
の
こ
と
だ
け
は
分
か
っ

て
気
が
緩
ん
だ
の
か
、
同
意
を

求
め
る
よ
う
に
「
寝
た
き
り
に

栄
養
は
い
ら
な
い
っ
て
、
昔
は

言
っ
た
も
ん
で
す
が
ね
え
」
と

い
う
一
言
が
口
を
つ
い
て
出

た
。
あ
っ
、
と
思
っ
た
瞬
間
、

電
話
の
向
こ
う
で
Ｐ
先
生
の
顔

色
が
み
る
み
る
変
わ
る
の
が
分

か
っ
た
。

「
誰
が
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ

た
ん
だ
・
・
・
。
い
い
か
、
お

サ
ル
先
生
。
何
の
た
め
に
痛
い

思
い
を
し
て
、
わ
ざ
わ
ざ
P
E

G
の
手
術
を
受
け
た
ん
だ
。
何

の
た
め
に
胃
に
穴
な
ん
か
開
け

た
ん
だ
。
元
気
に
な
っ
て
も
ら

う
た
め
だ
ろ
う
。
十
分
な
栄
養

を
と
っ
て
も
ら
う
た
め
だ
ろ

う
。
君
は
患
者
や
家
族
の
立
場

で
も
の
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る

の
か
！
」。

Ｐ
先
生
に
ガ
ツ
ン
と
や
ら
れ

て
落
ち
込
ん
だ
け
れ
ど
も
、
こ

こ
か
ら
が
お
サ
ル
先
生
の
エ
ラ

イ
と
こ
ろ
。
Ｐ
先
生
の
ア
ド
バ

イ
ス
に
従
っ
て
、
ベ
ー
ス
と
な

る
経
腸
栄
養
剤
を
千
二
百
五
十

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
に
増
量
、
し
ょ

う
油
で
塩
分
を
補
い
、
野
菜
の

み
そ
汁
を
濾
し
た
も
の
を
水
分

と
し
て
追
加
、
新
発
売
の
テ
ゾ

ン
（
テ
ル
モ
株
式
会
社
、
保
険

適
応
外
）
で
微
量
元
素
の
補
充

を
図
り
、
半
年
後
。
や
せ
こ
け

た
井
沢
さ
ん
の
体
は
ゆ
っ
く
り

だ
が
四
十
五
キ
ロ
ま
で
回
復

し
、褥
瘡
も
改
善
し
は
じ
め
た
。

家
族
の
信
頼
を
背
中
に
感
じ
な

が
ら
、
在
宅
医
療
も
ま
だ
ま
だ

捨
て
た
も
の
じ
ゃ
な
い
な
あ
、

と
ち
ょ
っ
と
い
い
気
分
の
お
サ

ル
先
生
で
あ
っ
た
。

◇

こ
れ
か
ら
は
、
た
だ
胃
瘻
を

つ
け
れ
ば
良
い
の
で
は
な
く

て
、
そ
れ
を
い
か
に
患
者
さ
ん

の
た
め
に
有
効
に
使
う
か
が
、

き
ち
ん
と
評
価
さ
れ
る
べ
き
時

代
が
来
て
い
ま
す
。

な
お
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、

拙
著
「
P
E
G
を
味
方
に
す
れ

ば
町
医
者
は
病
院
に
負
け
な

い
！
」
は
、
紀
伊
国
屋
大
和
店

（
金
沢
市
香
林
坊
大
和
七
階
）

で
も
取
り
扱
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
（
ピ
ー
ス
！
）。

第４回日本褥瘡学会学術集会 in KANAZAWA
褥瘡管理をより科学的に、そしてより実践的に
─「真田先生の褥瘡講座」の真田弘美先生が学術集会長として開催─

●と　き：2002年８月30日（金）午前９時50分～31日（土）午後５時
●ところ：石川県立音楽堂（金沢市昭和町‐金沢駅直結）

金沢全日空ホテル
●プログラム
・あのブレーデンスケールのDr. Bradenによる特別講演

「褥瘡予防のエビデンス─予測の有効性─」Dr. BarbaraBraden
・米国の新進気鋭の褥瘡実践・研究者による招聘講演

「米国における高齢者の褥瘡の現状とチャレンジ」Dr. CourtneyLyder
・医療者でなくても当日参加できる開かれた講演会（どなたでも参加できます）

【特別公開講座】「21世紀の新老人」日野原重明（聖路加国際病院理事長）
・1人で学べる褥瘡管理
ぶらっと立ち寄って、褥瘡ケアのビデオを見たり、実践できたりするセルフラーニ
ングセンターを準備予定
・コンセンサスシンポジウム、シンポジウム、教育講演、パネルディスカッション、
一般演題（口演、ポスター）
・ランチョンセミナー、イブニングセミナー
・企業展示

■演題の申し込み、参加、宿泊に関しては、12月30日発刊の学会誌３巻３号及び褥瘡学
会ホームページ（http://ispu.org）をご覧ください。
■問い合わせ先：〒162‐0802 東京都新宿区改代町16番地

㈱春恒社内　日本褥瘡学会事務局　第4回日本褥瘡学会学術集会係
TEL 03‐3269‐6051／FAX 03‐3269‐6068 E-mail jokusou@shunkosha.com

基礎エネルギー消費量（BEE：kcal／日）の求め方
●ハリス－ベネディクト計算式

＜男性　BEE＞

＝66.5＋（13.8×体重kg）＋（5.0×身長cm）－（6.8×年齢）

＜女性　BEE＞

＝655.1＋（9.6×体重kg）＋（1.8×身長cm）－（4.7×年齢）

●投与カロリー

＜１日必要カロリー（kcal／日）＞

＝BEE×Activity factor×Stress factor

Activity factor：1.2（ベッド上のみ）、1.3（ベッド以外での活動あり）

Stress factor：病状に応じて1.0～2.0と幅があります。
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一
年
生
を
受
け
持
っ
た
と
き

に
、
ト
モ
ヤ
く
ん
と
い
う
男
の

子
が
い
ま
し
た
。
入
学
し
て
か

ら
少
し
も
静
か
に
座
っ
て
い
ま

せ
ん
。
休
み
時
間
で
も
授
業
中

で
も
周
り
の
子
に
ち
ょ
っ
か
い

を
か
け
に
い
き
ま
す
。
特
に
同

じ
保
育
園
か
ら
来
た
子
の
と
こ

ろ
に
行
っ
て
鉛
筆
を
と
っ
た
り

ノ
ー
ト
に
落
書
き
し
に
い
っ
た

り
、
素
手
で
相
手
を
た
た
い
て

き
た
り
・
・
。
そ
ん
な
ト
モ
く

ん
は
み
ん
な
か
ら
、
じ
ゃ
ま
者

扱
い
に
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
み
ん
な
に
邪
険
に
さ
れ
る

と
意
地
に
な
っ
て
よ
け
い
に
ち

ょ
っ
か
い
を
か
け
に
行
く
の
で

す
。
そ
し
て
決
ま
っ
て
け
ん
か

が
始
ま
り
、
大
泣
き
の
パ
ニ
ッ

ク
に
な
る
ト
モ
く
ん
。や
が
て
、

教
室
か
ら
飛
び
出
し
中
庭
の
花

壇
の
と
こ
ろ
に
う
ず
く
ま
っ
て

し
ま
う
の
で
す
。
少
し
落
ち
着

い
て
か
ら
ト
モ
く
ん
と
並
ん
で

座
る
と
、
ジ
ー
っ
と
私
を
見
な

が
ら
「
ぼ
く
、
み
ん
な
と
遊
び

た
か
っ
た
も
ん
」
と
言
い
な
が

ら
、「
ゴ
メ
ン
、
先
生
。
ま
た

悪
い
こ
と
し
た
？
」
と
話
し
か

け
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
花

壇
に
い
る
虫
を
つ
か
ま
え
て

「
先
生
、
こ
れ
」
と
私
に
く
れ

る
の
で
し
た
。

学
校
と
い
う
枠
に
は
ま
ら
ず

に
、
気
ま
ま
だ
が
純
粋
に
友
だ

ち
と
遊
び
た
い
と
行
動
す
る
ト

モ
く
ん
。
私
や
大
人
の
思
い
の

ま
ま
に
な
ら
な
い
ト
モ
く
ん

も
、
二
人
で
話
し
て
い
る
と
と

て
も
優
し
く
な
れ
る
気
が
し
ま

し
た
。
そ
し
て
な
ん
と
か
ク
ラ

ス
の
子
ど
も
た
ち
に
も
ト
モ
く

ん
の
気
持
ち
や
優
し
さ
を
伝
え

て
あ
げ
た
い
、
ト
モ
く
ん
が
安

心
し
て
い
ら
れ
る
居
場
所
づ
く

り
を
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

ト
モ
く
ん
は
大
の
虫
好
き
で

す
。
ま
た
、
一
年
生
の
子
た
ち

の
中
に
も
虫
が
大
好
き
な
子
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
あ
る
日
、

ト
モ
く
ん
は
登
校
途
中
に
大
き

な
ト
ン
ボ
を
捕
ま
え
て
き
て
得

意
げ
で
し
た
。
み
ん
な
も
そ
の

大
き
さ
に
び
っ
く
り
し
、
う
ら

や
ま
し
が
っ
て
ま
し
た
が
「
ト

モ
く
ん
、
で
も
逃
が
し
て
あ
げ

ん
な
ん
よ
。」
の
一
言
に
ち
ょ

っ
と
不
満
げ
な
顔
だ
っ
た
け
ど

窓
か
ら
逃
が
し
て
あ
げ
ま
し

た
。
素
直
に
ト
ン
ボ
を
逃
が
し

て
あ
げ
た
こ
と
が
、
ほ
か
の
子

た
ち
に
は
意
外
な
こ
と
だ
っ
た

よ
う
で
、「
こ
ん
ど
ト
ン
ボ
捕

ま
え
る
と
き
、一
緒
に
行
こ
う
」

と
、
男
の
子
の
中
で
話
が
は
ず

み
ま
し
た
。

男
の
子
た
ち
と
虫
遊
び
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ト
モ
く

ん
は
少
し
変
わ
り
ま
し
た
。
お

母
さ
ん
も
、「
お
う
ち
で
は
う

ん
と
お
母
さ
ん
と
ト
モ
ヤ
と
楽

し
い
こ
と
を
」
と
、『
慎
吾
マ

マ
の
お
は
ロ
ッ
ク
』
を
家
で
い

つ
も
踊
っ
て
い
た
の
で
す
。
お

母
さ
ん
の
一
生
懸
命
さ
と
温
か

さ
を
感
じ
る
時
で
し
た
。
そ
し

て
ト
モ
く
ん
は
教
室
で
踊
り
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ス

は
大
乗
り
で
し
た
。
そ
の
後
は

朝
の
会
の
時
に
、
終
わ
り
の
会

の
時
に
、
は
ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
み

ん
な
で
踊
り
ま
し
た
。「
も
う

一
回
」「
も
う
一
回
」
と
、
い

つ
ま
で
も
ト
モ
く
ん
と
一
緒
に

踊
る
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
無

邪
気
に
笑
っ
て
い
る
こ
と
の
多

く
な
っ
た
ト
モ
く
ん
が
、
だ
ん

だ
ん
ク
ラ
ス
の
中
に
認
め
ら
れ

て
き
て
い
る
・
・
・
、
そ
ん
な

気
が
し
て
う
れ
し
く
な
っ
た
私

で
し
た
。 シ

リ
ー
ズ 

▼
@1
▲ 

安
原
　
昭
二 

一
人
ひ
と
り
に
安
心
で
き
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居
場
所
づ
く
り
を 

小
学
校
教
員 

このコーナーへの 
原稿を募集します。 

保
険
医
協
会
で
は
、子
ど
も
に

関
す
る
活
動
を
進
め
る
に
あ
た
り
、

本
コ
ー
ナ
ー
に
て
、読
者
の
ご
意

見
を
リ
レ
ー
式
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

ご
自
身
の
地
域
や
関
わ
る
団
体
に
つ
い
て
、あ
る
い

は
日
ご
ろ
思
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
、八
百
字
か
ら
千

二
百
字
程
度
に
ま
と
め
て
、編
集
部
へ
お
送
り
下
さ
い
。 

た
ま
た
ま
立
山
黒
部
ア
ル

ペ
ン
ル
ー
ト
の
バ
ス
に
乗
り

合
わ
せ
、
窓
越
し
に
見
え
た

夕
映
え
の
剣
岳
の
そ
の
屹
立

し
た
圧
倒
的
な
迫
力
に
僕
は

目
を
奪
わ
れ
、
ぜ
ひ
と
も
こ

の
山
に
あ
い
さ
つ
に
行
か
な

け
れ
ば
と
、
若
き
血
潮
が
燃

え
た
ぎ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
小
学
校
か
ら
大

学
ま
で
卓
球
・
テ
ニ
ス
・
剣

道
・
自
転
車
と
、
色
々
な
ス

ポ
ー
ツ
を
や
っ
た
が
、
い
ず

れ
も
長
続
き
は
せ
ず
挫
折
し

て
い
た
。
正
直
お
も
し
ろ
く

は
な
か
っ
た
か
ら
続
か
な
か

っ
た
。
剣
岳
に
出
会
う
ま
で

は
、
ま
と
も
な
山
登
り
の
経

験
も
無
く
、
技
術
も
体
力
も

な
か
っ
た
。
大
学
卒
業
後
、

お
決
ま
り
ど
お
り
に
医
局
に

入
り
、
日
々
診
療
と
実
験
に

追
わ
れ
る
毎
日
が
続
い
て
い

た
。
実
験
も
は
か
ば
か
し
く

は
な
く
、
そ
の
当
時
、
僕
は

精
神
的
に
疲
れ
果
て
て
悶
々

し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
た
。

人
間
、
好
き
な
こ
と
以
外
に

は
な
か
な
か
打
ち
込
め
な
い

も
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
〝
好

き
こ
そ
も
の
の
上
手
な
れ
〞

で
あ
る
。

そ
ん
な
折
り
、
た
ま
た
ま

富
山
県
立
中
央
病
院
に
出
張

と
な
り
、
た
ま
た
ま
乗
り
合

わ
せ
た
バ
ス
か
ら
見
た
剣
岳

に
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
心
を

打
た
れ
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
。
剣
岳
を
見
て
い
る
と
自

分
の
悩
み
が
い
か
に
ち
っ
ぽ

け
な
も
の
か
改
め
て
分
か
っ

た
。
そ
の
当
時
ろ
く
ろ
く
山

登
り
も
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
僕
が
、
い
き
な
り
岩
と
雪

の
殿
堂
と
し
て
知
ら
れ
る
剣

岳
に
登
ろ
う
と
思
い
立
っ
た

の
だ
か
ら
、
今
考
え
る
と
無

茶
苦
茶
な
話
で
あ
る
。
た
だ

し
決
意
を
実
行
に
移
す
の
に

そ
れ
ほ
ど
時
間
は
か
か
ら
な

か
っ
た
。

帰
宅
後
、
僕
は
す
ぐ
に
登

山
店
に
出
向
き
靴
・
ザ
ッ

ク
・
テ
ン
ト
・
寝
袋
な
ど
登

山
具
一
式
を
揃
え
、
無
鉄
砲

な
初
め
て
の
僕
の
山
登
り
が

二
週
間
後
に
ス
タ
ー
ト
し

た
。
二
十
キ
ロ
以
上
の
荷
物

を
担
い
で
、
室
堂
か
ら
雷
鳥

沢
を
登
っ
た
と
き
は
、
正
直

死
ぬ
か
と
思
っ
た
。
五
分
ご

と
に
休
ま
な
け
れ
ば
足
が
つ

い
て
い
か
な
か
っ
た
。
や
っ

と
の
思
い
で
剣
沢
に
テ
ン
ト

を
張
っ
た
が
、
夜
は
寒
く
て

ま
と
も
に
眠
れ
な
か
っ
た
。

し
か
し
負
け
ん
気
だ
け
は
人

一
倍
強
い
僕
は
、
翌
日
ヘ
ト

ヘ
ト
に
な
り
な
が
ら
も
岩
に

し
が
み
つ
い
て
、
何
と
か
剣

岳
二
千
九
百
九
十
八
メ
ー
ト

ル
の
山
頂
に
一
人
で
立
つ
こ

と
が
で
き
た
。
当
日
は
快
晴

で
、
山
頂
か
ら
富
士
山
や
日

本
海
を
見
渡
す
こ
と
が
で

き
、
僕
は
こ
れ
ま
で
味
わ
っ

た
こ
と
の
な
い
充
実
感
に
包

ま
れ
た
。

そ
れ
以
後
、
僕
の
独
学
の

山
登
り
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

た
だ
し
独
学
ゆ
え
、
限
界
が

あ
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
二
年
後
、
た
ま

た
ま
病
院
の
検
診
で
来
院
し

た
患
者
さ
ん
が
文
部
省
登
山

研
修
所
の
前
所
長
で
あ
り
、

〝
山
が
好
き
な
ら
一
度
研
修

所
に
遊
び
に
来
い
〞
と
誘
わ

れ
た
。
事
情
の
よ
く
分
か
ら

な
い
ま
ま
即
決
で
、
僕
は
医

療
講
師
と
し
て
研
修
に
参
加

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の

研
修
所
の
講
師
は
ヒ
マ
ラ
ヤ

を
舞
台
に
活
躍
す
る
よ
う
な

日
本
を
代
表
す
る
登
山
家
た

ち
の
集
団
で
あ
り
、
そ
の
中

で
毎
回
研
修
会
に
参
加
す
る

僕
は
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
に

関
わ
ら
ず
、
深
く
山
の
世
界

に
傾
注
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
っ
た
。
主
に
大
学
山
岳
部

の
学
生
の
登
山
指
導
を
行
う

の
だ
が
、医
療
講
師
の
僕
も
、

他
の
講
師
に
も
ま
れ
な
が

ら
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
ハ
ー
ド
な
登
山
技
術
・
体

力
を
求
め
ら
れ
、そ
れ
以
後
、

僕
は
北
ア
ル
プ
ス
を
舞
台
に

自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
明
け

暮
れ
た
。

そ
の
後
、
ま
す
ま
す
山
好

き
に
な
っ
た
僕
は
、
全
国
の

山
旅
を
続
け
、
気
が
つ
け
ば

北
ア
ル
プ
ス
の
ほ
と
ん
ど
の

山
を
、
さ
ら
に
三
年
前
に
は

日
本
百
名
山
を
す
べ
て
制
覇

し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
山
に

関
す
る
こ
と
な
ら
岩
登
り
・

沢
登
り
・
藪
漕
ぎ
・
冬
山
・

山
ス
キ
ー
と
何
で
も
や
る

が
、
最
も
好
き
な
ス
タ
イ
ル

は
山
ス
キ
ー
で
あ
る
。

開
業
し
て
連
休
の
取
れ
な

い
現
在
、
僕
は
ス
キ
ー
を
利

用
し
た
速
攻
の
単
独
登
山
に

明
け
暮
れ
て
い
る
。

僕
に
と
っ
て
山
登
り
と

は
、
自
己
と
の
挑
戦
、
非
日

常
的
世
界
へ
の
探
検
で
あ

り
、
そ
の
過
程
に
困
難
が
伴

え
ば
伴
う
ほ
ど
、
燃
え
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。

山三昧 山三昧 
僕と山との出会い〈1〉 

早川ドクターの 

早川　康浩（金沢市・内科）

白山を背景にして

剣岳を背景にして

そ
の
出
会
い
は
鮮
烈
で
あ
っ
た 

〜 

今
か
ら
九
年
前
、
三
十
二
歳
の
夏 

〜 
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
提
供 
 

【E-mail】 
mothers_club@geocities.co.jp

障
害
児
と
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
に 

その19

M
o
th
e
r's
 

電
脳
サ
ポ
ー
タ
ー 

M
o
ther's 

電
脳
サ
ポ
ー
タ
ー
　
吉
野
　
祐
子
 

私
た
ち
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
し
て
「
障
害
児
と
楽
し

く
暮
ら
す
」
た
め
の
情
報
発
信

を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
で
す
。

一
九
九
九
年
に
同
じ
想
い
を

抱
い
て
い
た
二
人
が
、
た
く
さ

ん
の
生
の
声
を
反
映
し
た
い
と

考
え
、
ま
ず
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
開
始
、
そ
の
資
料
を
元
に
二

〇
〇
〇
年
三
月
に
サ
イ
ト
を
立

ち
あ
げ
ま
し
た
。

主
な
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
障
害

児
の
通
い
や
す
い
病
院
、
遊
び

場
の
紹
介
、
親
の
会
や
サ
ー
ク

ル
の
紹
介
、
障
害
児
関
係
の
イ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で 

幅
広
い
情
報
提
供 

ベ
ン
ト
紹
介
、
相
談
の
コ
ー
ナ

ー
、
書
籍
の
紹
介
・
・
・
な
ど

で
す
。

ま
た
、
定
例
の
チ
ャ
ッ
ト
で

は
、
楽
し
い
会
話
や
意
見
交
換

を
し
て
い
ま
す
。
メ
ー
リ
ン
グ

リ
ス
ト
で
は
、
各
々
の
持
つ
情

報
交
換
を
、
そ
し
て
パ
ソ
コ
ン

の
前
を
離
れ
て
の
オ
フ
会
で

は
、
会
食
し
な
が
ら
生
の
会
話

を
楽
し
む
な
ど
の
交
流
も
深
め

て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
、
主
に
障
害
児

を
も
つ
お
母
さ
ん
で
、
子
ど
も

の
年
齢
や
通
う
学
校
を
越
え
て

徐
々
に
集
ま
り
、
開
設
二
年
目

を
迎
え
る
今
日
で
は
、
六
人
と

な
り
ま
し
た
。
う
ち
一
人
は
自

身
に
障
害
の
あ
る
家
族
が
い
な

く
て
も
、
趣
旨
に
賛
同
し
、
手

伝
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
も

輪
が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。

私
た
ち
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
、
障
害
児
の
い
る
家
族
だ
け

で
は
な
く
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、

学
校
、
学
童
保
育
、
医
療
・
福

祉
・
保
健
の
分
野
の
関
係
者
も

訪
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
は

石
川
県
だ
け
で
は
な
く
、
他
県

の
方
の
訪
問
も
多
く
頂
け
る
サ

イ
ト
へ
と
育
っ
て
き
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
も
頂
き
、
こ
れ

ま
で
に
サ
イ
ト
の
コ
ン
テ
ス
ト

で
の
入
賞
や
、
雑
誌
で
の
紹
介

と
い
う
こ
と
も
経
験
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

〝
障
害
児
と
楽
し
く
暮
ら
す
〞 

  

気
持
ち
を
外
に
向
け
て 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
こ
ん
な
と

こ
ろ
あ
る
よ
！
」
で
は
、
最
初
に

次
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い
ま
す
。

◆

気
楽
に
安
心
し
て
、 

受
診
で
き
る
体
制
を 

障
害
児
を
抱
え
る
親
た
ち

は
、
時
間
や
行
動
の
制
約
の
中

で
生
活
す
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
有
効
な

情
報
収
集
源
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
よ
う
な
個
人
の
情
報

源
で
も
、
個
人
だ
か
ら
こ
そ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
生
活
す
る
地
域
の
保

健
・
医
療
・
福
祉
な
ど
の
機
関

と
連
携
が
と
れ
、ネ
ッ
ト
上
で
、

各
種
の
情
報
を
お
互
い
に
交
換

で
き
れ
ば
、
そ
し
て
、
い
ろ
い

ろ
な
し
が
ら
み
に
と
ら
わ
れ

ず
、
も
っ
と
情
報
が
い
っ
ぱ
い

掲
載
さ
れ
れ
ば
、
私
た
ち
に
と

っ
て
住
み
や
す
い
街
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
こ
れ
を
機
に
提
供
さ

れ
る
情
報
が
、
そ
し
て
訪
問
さ

れ
る
方
が
増
え
れ
ば
い
い
な
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
障
害
児
の
親
が
保
険

医
さ
ん
た
ち
に
お
願
い
し
た
い

の
は
、
障
害
者
専
門
の
医
療
機

関
を
作
っ
て
頂
き
た
い
と
い
う

こ
と
。
ま
た
、
障
害
の
あ
る
人

た
ち
が
気
楽
に
安
心
し
て
受
診

で
き
る
体
制
作
り
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
「
待

つ
」こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

予
約
の
時
間
に
行
け
ば
す
ぐ
診

て
頂
け
た
り
、
大
病
院
で
は
、

診
察
後
の
支
払
い
な
ど
で
の
待

ち
時
間
に
苦
労
す
る
こ
と
も
多

い
の
で
、
振
り
込
み
に
よ
る
精

算
の
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
考
え
て

頂
け
る
と
助
か
り
ま
す
。ま
た
、

障
害
の
あ
る
人
た
ち
を
診
療
で

き
る
医
療
機
関
が
一
目
で
分
か

る
よ
う
な
福
祉
マ
ッ
プ
な
ど
を

作
っ
て
頂
け
た
ら
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
の
今
後
の
抱
負
は
、

石
川
県
内
、そ
し
て
他
県
に
も
、

今
ま
で
以
上
に
交
流
の
輪
を
広

げ
て
情
報
発
信
を
し
て
い
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
す
。

もし、あなたが夫や恋人から暴力を受けていたら… 
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それは「あなたが悪いから」ではありません。 
だいじょうぶ、あなたは一人ではありません。 
だから、ひとりで悩まないで…。 

日常的にネットを介して、会議や情報収集などをするが、年に5～6回は、顔を合
わせて、資料づくりなどの会議を行う（写真左から2人目が筆者の吉野祐子さん）

コンテストでも入賞したホームページ

●障害児と楽しく暮らす
「こんなところあるよ!」URL
http：//www.geocities.co.jp/NeverLand/1880/

『
こ
の
サ
イ
ト
は
、
障
害
児

と
楽
し
く
暮
ら
す
た
め
の
い
ろ

ん
な
情
報
が
い
っ
ぱ
い
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
目
指
し
て
作
成
し

て
い
ま
す
。
自
分
の
子
ど
も
に

障
害
が
あ
る
と
分
か
っ
た
時
の

心
の
う
ち
は
傍
か
ら
は
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
シ
ョ
ッ
ク
を
感
じ
な
い
人

は
き
っ
と
一
人
も
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
が
、
い
つ
ま
で
も
く

よ
く
よ
な
ん
て
し
て
い
ら
れ
ま

せ
ん
！
「
今
、
こ
の
子
の
た
め

に
ど
こ
か
い
い
と
こ
ろ
は
な
い

だ
ろ
う
か
？
何
か
情
報
は
な
い

だ
ろ
う
か
？
」
と
、
そ
の
う
ち

外
に
目
を
向
け
ら
れ
る
よ
う
に

必
ず
な
っ
て
い
き
ま
す
。
外
に

気
持
ち
が
向
け
ら
れ
た
時
に
、

「
一
体
ど
こ
で
必
要
な
情
報
を

得
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
？
」
と
、

ま
た
ひ
と
つ
問
題
に
ぶ
つ
か
り

ま
す
。
そ
ん
な
時
に
障
害
児
を

持
つ
親
と
し
て
の
先
輩
た
ち

が
、
こ
れ
ま
で
に
通
っ
て
き
た

道
程
が
一
番
役
に
立
つ
情
報
源

に
な
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
で
も
、
な
か
な
か
「
先
輩
」

に
出
会
う
機
会
は
最
初
の
こ
ろ

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
情

報
と
し
て
ひ
と
つ
に
ま
と
め
た

も
の
が
あ
れ
ば
便
利
な
の
で

は
・
・
・
と
い
う
こ
と
で
、
な

い
の
で
あ
れ
ば
作
ろ
う
じ
ゃ
な

い
か
！
と
い
う
の
が
こ
の
Ｈ
Ｐ

の
誕
生
の
動
機
で
す
。

今
、
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
っ
か

り
で
す
。
た
く
さ
ん
あ
る
情
報

の
中
の
ほ
ん
の
一
部
で
す
。
皆

さ
ん
か
ら
の
情
報
も
い
た
だ
き

な
が
ら
、
ど
ん
ど
ん
中
身
の
濃

い
Ｈ
Ｐ
へ
と
成
長
し
て
い
け
た

ら
・
・
・
と
思
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ス
タ
ッ
フ
の
ひ
と
り

で
す
♪
「
こ
こ
に
き
た
ら
い
ろ

ん
な
こ
と
が
分
か
る
ん
だ
よ
」

っ
て
言
わ
れ
る
よ
う
な
Ｈ
Ｐ
に

一
緒
に
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
随
時
、
情
報
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。』と
。
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え
っ
、
こ
れ
が
エ
ッ
セ
イ
？
年
表
じ
ゃ
な
い
か
・
・
・
。

ま
ァ
ま
ァ
、
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。
会
員
と
し
て
皆
さ
ん
は
、

こ
の
十
五
年
間
の
協
会
活
動
の
成
果
を
、
ど
う
見
て
い
ま
す

か
。一

九
八
七
年
度
。
当
時
の
会
長
Ｇ
氏
い
わ
く
。「
協
会
と

医
師
会
が
互
い
に
特
色
を
生
か
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
将
来

極
め
て
大
切
で
あ
る
と
確
信
す
る
」、
先
見
の
明
が
あ
っ
た

と
い
え
る
。
一
貫
し
て
国
民
医
療
の
改
善
を
主
張
し
て
き
た

協
会
と
、
昨
今
よ
う
や
く
目
覚
め
て
き
た
県
医
と
の
接
点
が

増
し
て
き
た
。
売
上
税
法
案
出
る
。
厚
生
省
「
中
間
報
告
」

出
す
。
五
％
消
費
税
や
患
者
負
担
大
幅
増
な
ど
の
現
在
と
比

べ
る
と
、
庶
民
生
活
に
は
ま
だ
余
裕
が
あ
っ
た
。

一
九
八
八
年
度
。『
福
祉
マ
ッ
プ
』
の
初
刊
。
現
在
は
第

五
版
で
、『
病
院
マ
ッ
プ
』
と
共
に
協
会
活
動
の
目
玉
商
品

に
成
長
。
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
石
川
医
師
の
会
設
立
、
会
員
二
百
数

十
人
が
、
今
は
半
減
。
核
の
脅
威
も
半
減
な
ら
な
け
れ
ば
よ

い
の
に
。
医
師
優
遇
税
な
ど
と
政
府
・
マ
ス
コ
ミ
の
宣
伝
に

明
け
暮
れ
た
怒
り
多
き
一
年
で
も
あ
っ
た
。

一
九
八
九
年
度
。
保
団
連
が
「
開
業
医
宣
言
」
を
採
択
し

た
。
そ
の
高
邁
な
理
念
は
、
今
も
燐
と
し
て
輝
き
を
放
つ
。

第
二
次
医
療
法
改
定
に
反
対
す
る
一
千
万
人
署
名
で
、
協
会

は
一
万
四
千
筆
を
集
め
た
。
昨
年
か
ら
の
「
医
療
制
度
改
革

案
反
対
・
石
川
い
の
ち
を
守
る
会
」
の
署
名
運
動
は
十
二
年

ぶ
り
。
国
保
安
定
化
計
画
に
便
乗
し
た
レ
セ
プ
ト
減
点
・
査

定
強
化
に
対
抗
し
て
始
め
た
『
黄
色
い
ハ
ガ
キ
』
は
『
保
険

審
査
通
信
』
に
受
け
継
が
れ
、
百
七
十
通
に
達
し
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
度
。
新
会
長
の
Ｈ
氏
い
わ
く
。「
協
会
に
入

っ
て
良
か
っ
た
と
皆
様
に
思
わ
れ
る
よ
う
に
一
生
け
ん
め
い

任
務
に
励
み
ま
す
」。
会
員
数
六
百
二
十
人
、
現
在
は
九
百

五
十
人
、
こ
れ
ほ
ど
伸
び
率
の
高
い
団
体
は
珍
し
い
。
入
っ

て
良
か
っ
た
と
皆
が
思
っ
て
い
る
。
経
済
学
セ
ミ
ナ
ー
で
Ｕ

教
授
が
警
鐘
、「
い
ま
の
日
本
好
景
気
は
、
企
業
の
国
際
進

出
過
度
が
原
因
だ
。
こ
の
ま
ま
で
は
い
ず
れ
、
内
需
・
雇
用

へ
の
反
動
不
景
気
が
く
る
」。
政
官
財
の
首
脳
た
ち
は
、
こ

の
程
度
の
展
望
さ
え
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

一
九
九
一
年
度
。
老
人
保
健
法
改
定
に
反
発
し
た
老
人
ク

ラ
ブ
が
、
五
千
二
百
筆
の
署
名
を
集
め
た
が
、
こ
の
時
の
通

院
一
カ
月
千
円
が
、
今
や
定
率
一
〜
二
割
負
担
と
、
も
は
や

老
後
の
健
康
保
障
は
ゼ
ロ
。
経
済
学
セ
ミ
ナ
ー
で
Ｙ
教
授
が

看
破
、「
政
府
の
言
う
社
会
の
活
力
は
、
国
民
の
生
き
る
活

力
と
対
峙
す
る
。
公
費
縮
小
、
受
益
者
負
担
、
民
活
に
よ
る

医
療
の
市
場
化
で
あ
る
」。
十
年
後
の
現
在
も
こ
の
路
線
は

不
変
で
あ
る
こ
と
を
、
今
年
の
総
会
記
念
講
演
で
再
び
Ｙ
教

授
か
ら
学
ん
だ
。

一
九
九
二
年
度
。
医
療
法
改
定
の
主
眼
は
医
療
機
関
の
ラ

ン
ク
付
け
と
規
制
強
化
、
民
活
導
入
。
国
民
に
は
自
助
努
力

と
ア
メ
ニ
テ
ィ
論
。
診
療
報
酬
改
定
は
二
・
五
％
ア
ッ
プ
の

前
宣
伝
が
実
質
マ
イ
ナ
ス
で
、
説
明
会
に
集
っ
た
七
百
七
十

人
に
失
望
う
ず
ま
く
。
と
こ
ろ
で
今
年
四
月
に
は
史
上
初
の

公
称
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
り
、
も
う
医
者
や
っ
て
ら
れ
な
い
。

一
九
九
三
年
度
。
薬
価
に
か
か
る
消
費
税
の
疑
問
を
討
議
、

要
請
し
た
が
、
未
だ
に
未
解
決
の
ま
ま
。
一
方
で
、
日
本
の

高
薬
価
体
質
、
こ
の
不
況
下
で
の
メ
ー
カ
ー
の
高
利
益
が

延
々
と
続
く
不
思
議
。
富
山
個
別
指
導
自
殺
事
件
は
シ
ョ
ッ

ク
、
人
ご
と
で
は
な
い
。
改
善
運
動
が
全
国
に
広
が
り
成
果

が
現
わ
れ
て
き
た
。
乳
幼
児
医
療
費
助
成
運
動
は
、
少
子
化

が
止
ら
ぬ
世
相
に
、
政
府
も
よ
う
や
く
重
い
腰
を
上
げ
つ
つ

あ
る
。（
つ
づ
く
）

石
川
県
保
険
医
協
会

十
五
年
間
の
軌
跡
と
現
在

（
上
）

顧
問

安
藤
　
良
一
（
金
沢
市
・
内
科
）
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歌
い
な
が
ら
ふ
っ
と
思
っ
た

こ
と
は
、
ヒ
ト
が
未
だ
サ
ル
に

近
い
状
態
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
歌

は
存
在
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
話

す
だ
け
な
ら
ヒ
ト
に
は
二
オ
ク

タ
ー
ブ
も
の
音
程
は
必
要
な

い
。
歌
う
こ
と
は
誰
に
で
も
で

き
る
の
だ
か
ら
、
人
類
の
進
化

か
ら
見
れ
ば
二
足
歩
行
と
同
じ

く
ら
い
重
要
な
機
能
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。

で
は
、
一
体
ど
ん
な
理
由
で

歌
う
こ
と
が
重
要
な
機
能
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
疑
問

を
抱
え
な
が
ら
、
ヒ
ト
の
発
声

器
官
を
機
能
解
剖
学
的
に
見
て

い
く
と
、
面
白
い
こ
と
に
気
が

つ
い
た
。
ヒ
ト
の
声
は
喉
頭
に

あ
る
声
帯
で
作
り
出
さ
れ
る

が
、
発
声
に
関
連
し
て
喉
頭
周

囲
を
取
り
巻
く
比
較
的
大
き
な

筋
群
に
つ
い
て
知
る
人
は
少
な

い
。
と
い
う
の
は
、
普
通
に
話

す
だ
け
な
ら
こ
れ
ら
筋
肉
は
必

要
と
し
な
い
か
ら
だ
。そ
れ
に
、

現
代
人
で
は
こ
れ
ら
の
筋
肉
を

日
常
使
う
機
会
が
少
な
い
た
め

発
育
不
良
と
な
っ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
発
声
研
究
者
は
こ
れ

ら
の
筋
群
を
喉
頭
懸
垂
機
構
と

呼
び
、
声
楽
的
発
声
上
非
常
に

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と

強
調
し
て
い
る
。
喉
頭
懸
垂
筋

は
実
際
に
そ
の
名
の
通
り
喉
頭

の
上
下
左
右
に
張
り
巡
ら
さ
れ

て
お
り
、
あ
た
か
も
喉
頭
を
宙

づ
り
に
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。声

楽
で
高
音
や
強
い
声
を
出

す
と
き
に
は
、
声
帯
を
強
く
張

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
声
帯

周
辺
筋
に
は
そ
ん
な
強
い
力
は

無
い
か
ら
、
喉
頭
懸
垂
筋
が
も

っ
ぱ
ら
引
っ
張
り
役
に
徹
す

る
。こ
の
筋
の
働
き
の
お
陰
で
、

喉
頭
内
の
声
帯
周
辺
筋
は
余
裕

を
持
っ
て
声
帯
の
細
か
い
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
に
専
念
す
る
こ
と
が

で
き
る
わ
け
で
あ
る
。ま
さ
に
、

力
と
技
の
分
業
で
あ
る
。
そ
ん

な
わ
け
で
、
テ
ノ
ー
ル
や
ソ
プ

ラ
ノ
の
作
り
出
す
極
限
的
高
声

や
マ
イ
ク
な
し
で
歌
劇
場
の

隅
々
ま
で
響
き
渡
る「
と
ぶ
声
」

に
は
、
こ
れ
ら
喉
頭
懸
垂
筋
の

存
在
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

か
く
し
て
声
楽
家
は
、
現
代
生

活
で
廃
用
性
萎
縮
に
陥
っ
た
こ

の
懸
垂
筋
群
を
再
び
蘇
ら
せ
る

た
め
に
、
日
々
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
積
み
重
ね
る
の
で
あ
る
。

や
が
て
努
力
が
実
の
り
、
突
風

の
よ
う
に
吹
き
上
げ
て
く
る
強

い
呼
気
に
負
け
な
い
声
帯
の
張

り
が
獲
得
さ
れ
る
と
、
あ
の
万

人
を
感
動
さ
せ
る
深
く
て
素
晴

ら
し
い
響
き
が
、
人
の
喉
か
ら

わ
き
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ

る
。
声
楽
と
は
鍛
え
上
げ
た
筋

肉
と
そ
れ
を
巧
み
に
使
い
こ
な

す
肉
体
の
芸
術
で
あ
り
、
身
体

が
楽
器
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
所

以
も
こ
こ
に
あ
る
。

さ
て
、
サ
ル
の
歌
の
疑
問
に

戻
る
こ
と
に
す
る
。
わ
れ
わ
れ

と
同
じ
発
声
器
官
を
ヒ
ト
の
祖

先
も
持
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
現
代
人
と
は
比
べ
も
の

に
な
ら
な
い
ほ
ど
立
派
に
鍛
え

上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
に
違

い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
遮
る
も

の
も
何
も
な
い
果
て
し
な
い
草

原
や
海
辺
で
は
、
遠
く
に
い
る

仲
間
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
合
図

を
送
る
に
は
、
高
音
で
力
強
い

叫
び
声
が
必
要
だ
か
ら
で
あ

る
。
男
た
ち
は
毎
日
狩
り
に
出

か
け
な
が
ら
、
漁
に
出
か
け
な

が
ら
仲
間
同
志
で
叫
び
続
け
た

で
あ
ろ
う
。

小
高
い
丘
の
上
で
風
向
き
を

よ
ん
だ
後
、
男
は
大
き
く
息
を

吸
い
込
む
。
そ
し
て
、
天
空
に

向
か
い
オ
オ
カ
ミ
の
よ
う
に
、

高
く
長
く
抑
揚
を
つ
け
て
吠
え

る
の
で
あ
る
。
そ
の
声
は
風
に

乗
り
、
軽
や
か
に
、
あ
る
い
は

重
々
し
く
、
果
て
し
の
な
い
草

原
の
上
を
渡
っ
て
い
く
。
ど
こ

ま
で
も
ど
こ
ま
で
も
。
目
を
つ

ぶ
る
と
、
そ
ん
な
情
景
が
僕
の

脳
裏
に
浮
か
ん
で
く
る
。
そ
れ

に
し
て
も
彼
ら
は
い
っ
た
い
ど

ん
な
声
で
ど
ん
な
メ
ロ
デ
ィ
を

歌
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
敵
が
来
た
ぞ
！
」、「
獲
物
が

捕
れ
た
ぞ
！
」
な
ど
は
活
発
な

リ
ズ
ム
と
メ
ロ
デ
ィ
、
そ
し
て

「
仲
間
が
死
ん
だ
ぞ
」
は
、
や

は
り
悲
し
い
メ
ロ
デ
ィ
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
・
・
・
。あ
あ
、

今
日
も
ま
た
考
え
る
た
び
に
サ

ル
の
歌
が
聴
き
た
く
な
っ
て
く

る
の
で
あ
る
。

囲 碁 
■出題者 
　七段  向井富治 （金沢市・内科） 

（解答は3面にあります） 

黒番でどうなりますか。 

北山　吉明（金沢市・形成外科） 
2

【
第
一
夜
】
歌 

う 

サ 

ル
　 

■
■
■
■ 

音 

楽 

夜 

話 

30日自宅休業 30日入院休業 

3口 
5口 
8口 

540,000円 
900,000円 
1,440,000円 

720,000円 
1,200,000円 
1,920,000円 

傷病休業給付金額 
●給付例 ●加入資格／加入日現在健康で正常に業務に従事され

ている59歳までの保険医協会会員で、本制度規程に同
意できる保険医である方（加入資格の詳細はパンフレット・
申込書等お取寄せください）。 
●保障期間／満75歳に達した後に到来する8月1日の前日まで。 
●加入審査／告知書により審査委員会で加入の可否を
決定します。 

※告知書は先生本人が正確にお書きください。 

給付日数（最長） 730日（2年間） 入院給付金 1日8,000円 
（1口につき） 

加入申込受付期間　4月1日～5月25日（年1回） 

会員の休業時の生活安定に寄与 

休業保障 
保団連・保険医協会で運営する会員相互の共済制度 
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